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柴
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清
継
・
小
池　
恵
・
武
村　
圭
笑
は
じ
め
に
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
度
、
武
庫
川
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
の
授
業
科
目
「
漢
文
学
研
究
」
で
行
っ
た
、
担
当
教
員
と
受
講
学
生
と
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
『
七
草
集
』
に
つ
い
て
、『
子
規
全
集
』
第
九
巻
巻
末
の
渡
部
勝
己
の
「
解
題
」
に
よ
り
、
基
本
的
な
事
柄
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
（
正
岡
子
規
は
）
明
治
二
十
一
年
二
十
二
歳
高
等
中
学
校
在
学
中
、夏
休
み
に
松
山
に
帰
省
せ
ず
勉
強
の
た
め
に
「
閑
静
な
る
地
を
墨
江
に
卜
し
」
（
中
略
）、
向
島
須
崎
村
（
現
在　
墨
田
区
向
島
須
崎
町
）
の
宝
寿
山
長
命
寺
門
前
の
桜
餅
屋
、
山
本
屋
の
二
階
に
仮
寓
し
た
時
に
「
蘭
之
巻
」
か
ら
「
あ
さ
か
ほ
の
ま
き
」
ま
で
の
五
篇
と
「
か
る
萱
の
巻
」
を
書
き
、そ
の
年
の
終
わ
り
に
「
葛
之
巻
」、翌
二
十
二
年
四
月
に
「
瞿
麦
の
巻
」
を
書
き
足
し
、「
か
る
萱
の
巻
」
を
は
ず
し
て
秋
の
七
草
の
名
を
篇
名
と
し
て
一
冊
に
纏
め
た
。
注
㈠
各
巻
は
、
和
歌
（
を
み
な
へ
し
乃
巻
）・
俳
句
（
尾
花
の
ま
き
）・
謡
曲
（
あ
さ
か
ほ
の
ま
き
）・
論
説
文
も
し
く
は
随
筆
（
葛
之
巻
）
と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て
ジ
ャ
ン
ル
が
異
な
っ
て
い
て
、
作
者
の
幅
広
い
文
才
が
示
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
、
冒
頭
に
配
置
さ
れ
て
い
る
「
蘭
之
巻
」、「
萩
之
巻
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
文
、
漢
詩
の
作
品
集
と
な
っ
て
い
る
。
再
び
渡
部
勝
己
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、「
子
規
は
「
七
草
集
」
本
文
の
う
し
ろ
に
、
予
め
白
紙
を
五
十
枚
綴
じ
込
ん
で
師
友
の
回
覧
に
供
し
そ
の
批
評
を
求
め
た
」。
こ
の
批
評
中
、
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
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以
上
の
よ
う
に
、『
七
草
集
』
に
は
、
師
友
の
批
評
文
も
含
め
、
漢
文
で
記
さ
れ
た
部
分
が
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
だ
が
、
夏
目
漱
石
に
よ
る
批
評
の
部
分
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
後
世
の
人
に
よ
る
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
さ
ほ
ど
難
解
な
も
の
で
も
な
い
の
で
、
不
必
要
と
の
誹
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
え
て
本
稿
で
『
七
草
集
』
の
漢
文
の
部
分
の
筆
者
な
り
の
解
釈
―
と
言
っ
て
も
基
本
的
に
訓
読
だ
け
だ
が
―
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
底
本
と
す
る
の
は
『
子
規
全
集
』
第
九
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）
所
収
の
『
七
草
集
』
で
あ
る
。「
蘭
之
巻
」、「
萩
之
巻
」
の
い
ず
れ
も
作
者
自
身
の
推
敲
前
の
字
句
や
回
覧
し
た
人
た
ち
の
書
き
込
み
等
が
、
組
版
上
の
工
夫
等
に
よ
り
、
非
常
に
詳
細
に
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
訓
読
す
る
の
は
、作
者
が
推
敲
改
作
し
た
後
の
本
文
（
九
ポ
活
字
の
部
分
）
の
み
で
あ
る
注
㈡
。「
萩
之
巻
」
に
収
め
ら
れ
た
漢
詩
作
品
は
、そ
の
後
に
作
っ
た
多
く
の
作
品
と
合
わ
せ
、
何
度
も
の
推
敲
を
経
て
、
後
に
「
漢
詩
稿
」
一
冊
と
し
て
綴
じ
て
残
さ
れ
た
注
㈢
。
こ
の
「
漢
詩
稿
」
と
そ
の
渡
部
勝
己
に
よ
る
「
書
き
下
し
文
」
が
『
子
規
全
集
』
の
第
八
巻
の
方
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
漢
詩
稿
」
に
お
け
る
作
品
の
字
句
と
照
合
し
て
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、
且
つ
渡
部
の
訓
読
に
も
問
題
が
な
い
と
判
断
し
た
作
品
は
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
取
り
上
げ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
『
子
規
全
集
』
第
八
巻
「
漢
詩
稿
」
に
お
け
る
作
品
と
そ
の
「
書
き
下
し
文
」
の
掲
載
頁
を
「
→
」
の
後
に
付
記
し
た
。
批
評
文
の
う
ち
、
前
述
の
夏
目
漱
石
に
よ
る
批
評
文
に
つ
い
て
は
、
先
人
の
解
釈
が
あ
る
注
㈣
の
で
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
批
評
者
は
各
人
、
号
な
ど
本
名
以
外
の
名
で
自
称
し
て
い
る
が
、
本
名
も
し
く
は
一
般
的
な
呼
称
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
、
最
新
の
研
究
成
果
と
思
し
き
和
田
克
司
編
『
子
規
の
一
生
』
注
㈤
の
記
載
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
付
記
し
た
。
提
示
す
る
訓
読
文
に
つ
い
て
補
足
し
た
い
事
柄
や
、作
業
の
過
程
で
気
づ
き
、記
し
て
お
く
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
た
事
柄
を
、【
附
記
】
と
し
て
記
し
た
。
な
お
、
で
き
る
だ
け
底
本
の
作
品
及
び
批
評
文
の
字
体
を
反
映
す
る
た
め
、
筆
者
が
利
用
で
き
る
フ
ォ
ン
ト
の
範
囲
で
、
底
本
の
そ
れ
と
同
一
も
し
く
は
近
似
し
た
も
の
を
打
ち
出
す
よ
う
努
め
た
が
、
完
璧
の
域
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
ご
了
解
を
願
う
。
㊟
㈠
正
岡
子
規
『
子
規
全
集
』
第
九
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）
巻
末
の
渡
部
勝
己
「
解
題
」
に
拠
る
。
㈡
『
子
規
全
集
』
第
九
巻
「
凡
例
」。
㈢
『
子
規
全
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集
』
第
八
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
六
年
）
の
渡
部
勝
己
「
解
題　
漢
詩
」。
㈣
吉
川
幸
次
郎
「
漱
石
詩
集
拾
遺
訳
注
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
八
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）、
島
森
哲
男
「
漱
石
「
七
艸
集
批
評
」
注
釈
」（『
宮
城
教
育
大
学
国
語
国
文
』
第
十
五
巻
、
一
九
八
五
年
）
等
。
㈤
和
田
克
司
編
『
子
規
の
一
生
』（
増
進
会
出
版
社
、『
子
規
選
集
』
第
十
四
巻
、
二
〇
〇
三
年
）「
第
二
部　
正
岡
子
規
年
譜
」
一
四
六
頁
。
一　
蘭
之
卷
　
　
　
　
墨ぼつ
江かう
僑けう
居きよ
記き
戊ぼ
し子
の
夏
、
例
に
従
ひ
て
暇いとま
を
得
る
こ
と
六
十
餘
日
。
學
友
は
多
く
歸
郷
せ
り
。
畄とど
ま
る
者
は
、
或ある
い
は
牛
込
に
在
り
、
或
い
は
王
子
に
在
り
。
而しか
う
し
て
余
は
則すなは
ち
墨
堤
の
月
香
樓
に
寓
す
。
同とも
に
居を
る
者
は
三
並
・
藤
野
の
二
氏
な
り
。
楼
は
濹ぼく
て
い堤
の
苐だい
一いち
に
曲
が
る
処ところ
に
在
り
。
長
命
寺
を
負
ひ
、
牛
島
の
祠ほこら
に
鄰とな
る
。
堤
は
高
さ
一
丈
、
恰あたか
も
樓
と
斉ひと
し
。
車
馬
喧やかま
し
く
擾
わ
づ
ら
は
し
。
楼
前
に
樅もみ
・
梧
あ
を
ぎ
り
・
檜ひのき
・
櫧かし
の
数
樹
有
り
、
僅わず
か
に
塵ぢん
あ
い埃
と
隔
た
る
の
み
。
而
し
て
踈そ
し枝
細
葉
の
間
に
猶な
ほ
能よ
く
碧へき
り
う流
の
日
光
に
掩えん
映えい
す
る
を
見
る
。
余
は
腦
を
病
み
、
眠
る
こ
と
遲
く
起
く
る
こ
と
蚤はや
し
。
起
き
て
未いま
だ
衣
を
換
へ
ず
、
窓
を
開
き
て
望
め
ば
、
暁
風　
霧
を
吹
き
、
漠ばく
乎こ
と
し
て
際
無
く
、
前
岸
辨べん
ず
可べ
か
ら
ず
。
心
淸せい
さ
う愴
と
し
て
久
し
く
視み
る
に
堪
へ
ず
、
乃すなは
ち
凭ひよ
う
い倚
し
て
書
を
読
み
、
未
だ
曾かつ
て
病
の
身
に
在
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
倦う
め
ば
則
ち
頭かうべ
を
回めぐ
ら
し
て
目
を
挙
ぐ
れ
ば
、
江
風　
凉りやう
を
分
か
ち
、白
帆　
樹
間
に
出
没
す
。
熱
き
こ
と
都と
巷かう
に
减げん
ぜ
ざ
れ
ど
も
、凉
意
多
き
を
覚
ゆ
。
長
日
も
漸やうや
く
暮
れ
、涼
月　
水
に
在
り
。
四
境　
岑しん
寂せき
と
し
て
、
江かう
を
隔
て
て
鐘
声
を
聞
く
。
是ここ
に
於お
い
て
か
、
悠
然
陶
然
と
し
て
、
身　
羲ぎ
皇くわう
以
上
に
在
り
。
居
る
こ
と
十
数
日
、
雨
暁
風
夜
、
一
と
し
て
意
に
適かな
は
ざ
る
は
無
し
。
夫か
の
都
人
士
の
此こ
の
地
に
來
り
て
花
を
折
り
雪
を
観み
て
以もつ
て
天
下
の
絶
勝
と
爲な
す
が
若ごと
き
は
固もと
よ
り
与あづ
か
り
知
ら
ざ
る
な
り
。
同
窓
の
友
五
六
、
時
に
小
艇
に
乘
り
て
余
が
寓
を
訪おとな
ふ
。
相
延ひ
き
て
楼
に
上
ら
し
め
、
茶
に
當
つ
る
に
櫻
花
湯
を
以
て
し
、
果
に
當
つ
る
に
櫻あう
え
ふ
か
う
葉
糕
を
以
て
し
、
共
に
墨
江
の
風
致
を
話
す
。
余　
前
人
未
だ
得
ざ
る
の
趣
を
説
き
、
喋てふ
て
ふ々
と
し
て
已や
ま
ず
。
之これ
を
頃
し
ば
ら
く
す
る
に
友
の
京
に
畄
ま
る
者
、
四
方
に
徃
き
、
而
し
て
三
・
藤
の
二
氏
も
亦また
尋つ
い
で
去
る
。
余
が
寓　
是こ
れ
よ
り
剝
啄
の
声
無
し
。
乃
ち
閑
行
し
て
勝
を
探
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り
、
社
寺
は
尽
こ
と
ご
と
く
詣まう
で
※
、
田でん
ろ
う隴
も
備つぶさ
に
究
む
。
斯か
く
の
如ごと
く
す
る
こ
と
又
十
餘
日
。
形
と
と
和
し
、
心
と
境
と
合
す
。
始
め
て
前
の
人
を
待
ち
し
を
悔
い
、
今
の
独
り
擅
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
を
樂
し
み
、
自みずか
ら
心
に
得
る
有
る
も　
筆　
尽
く
す
可
か
ら
ず
。
【
附
記
】
※
の
部
分
の
原
文
は
「
社
寺
尽
詣
」。
中
国
語
の
「
詣
」
に
は
、「（
社
寺
に
）
参
拝
す
る
」
意
味
は
な
い
が
、
文
脈
に
応
じ
、「
ま
う
づ
」
と
い
う
国
訓
で
訓
じ
た
。
　
　
　
小
景
を
記
す　
一
早
く
起
き
て
竹
扉
を
出
づ
れ
ば
、
閴げき
と
し
て
人
無
く
、
白
霧　
江
上
を
掩おほ
ひ
、
渺べう
べ
う々
と
し
て
大
海
の
如
し
。
孤
鳥　
忽たちま
ち
飛
び
、
渡
舟　
行
く
所
を
知
ら
ず
。
徘はい
く
わ
い徊
す
る
こ
と
少
時
、對
岸
漸
く
現
る
。
潮うしほ　
徐
お
も
む
ろ
に
上
が
り
、波　
動
か
ず
。
一
天　
風　
死
し
、凉
　
肌
を
襲
ふ
。
今
戶
の
街
、
待
乳
の
岡
は
、
猶
ほ
眠
れ
る
が
如
く
、
茂
林
と
人
家
と
皆
画ぐわ
り裡
に
在
り
。
偶たま
た
ま
好
句
を
得
、
推
敲
す
る
も
未
だ
成
ら
ず
。
紅こう
と
ん暾　
東
に
上
り
、
四
面　
霧　
全
く
消
え
、
遙はる
か
に
冨
山
の
突とつ
こ
つ兀
と
し
て
金
龍
塔
の
梢はし
に
掛
か
る
を
見
る
の
み
。
　
　
　
小
景
を
記
す　
二
楼
前
の
堤
上
に
小
亭
有
り
、
行
客
休
憩
す
る
処
な
り
。
日
僅
か
に
午
を
過
ぐ
る
や
、
烈
炎　
金
を
鑠と
か
し
、
几き
に
凭よ
る
に
堪
へ
ず
。
乃
ち
來
り
て
烟たば
こ
を
喫す
ひ
、
氷
を
嚙かじ
る
。
涼
風　
樹き
を
揺
ら
し
水
を
蕩うご
か
し
、
蟬せん
蜩てう　
雨
の
如
く
、
心
膓
を
洗せん
で
き滌
し
、
腋えき
か下
に
秋
生
ず
。
忽
ち
客
の
京
市
よ
り
到いた
る
有
り
、
擔にもつ
を
卸
し
余
に
謂い
ひ
て
曰い
は
く
、「
今
日　
都
巷
は
、
酷
熱　
焼
く
る
が
如
く
、
馬
牛　
道
路
に
喘あへ
ぎ
、
簪しん
え
い纓　
公こう
が衙
に
苦
し
む
。
眞
に
市
人
を
し
て
地
獄
に
堕
落
す
る
の
想おも
ひ
有
ら
し
む
」
と
。
　
　
　
小
景
を
記
す　
三
我　
墨
江
の
光
景
を
視
る
に
熟
せ
り
。
曉
光
は
朗
晴
に
し
て
、
空
し
く
一
塵
も
無
し
。
淸
き
こ
と
は
則
ち
淸
け
れ
ど
も
、
未
だ
暮
色
明めい
め
つ
し
、
見
る
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所
無
き
に
至
り
て
而
し
て
万
化
と
冥めい
が
ふ合
す
る
に
如
か
ざ
る
な
り
。
炎
陽　
威
無
く
、
将まさ
に
落
ち
ん
と
す
。
水
光　
瀲れん
え
ん灔
と
し
て
、
金
波　
人
の
目
を
射
る
。
淡たん
い
ん
ま
つ
洇
抹
林りん
※　
水
を
籠こ
め
、
櫻
柳
の
間
に
搖やう
え
い曳
し
、
鐵
橋
の
上
に
連
延
す
。
芙ふよ
う蓉
峯ほう
の
色
は
、
蒼
然
と
し
て
画ゑ
の
如
く
、
彩
雲　
絢けん
ら
ん斕
と
し
て
其そ
の
上
頭
に
繚れう
ぜ
う繞
す
。
西
を
顧
み
東
を
望
み
、
玩ぐわ
ん
ろ
う弄
し
て
措お
か
ず
。
紅　
消
え
て　
漸
く
淡
く
、
々
き
こ
と
極
ま
り
て
暗
し
。
瞑めい
も
く目
直
立
し
、
去
る
こ
と
少
時
な
る
こ
と
も
能あた
は
ず
。
【
附
記
】「
淡
洇
抹
林
」：
直
前
の
「
水
光
瀲
灔
」
か
ら
、
人
口
に
膾
炙
し
た
蘇
軾
の
「
飲
湖
上
初
晴
後
雨
」
其
二
の
詩
句
を
意
識
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、「
抹
林
」
は
、夕
陽
に
赤
く
染
め
ら
れ
た
林
と
解
す
れ
ば
、蘇
詩
と
関
連
付
け
ら
れ
る
が
、「
洇
」
は
「
し
づ
む
。
お
ち
る
」、「
川
の
名
」、「
水
の
流
れ
る
さ
ま
」
を
表
す
語
で
あ
る
（『
大
漢
和
辞
典
』
巻
六
、一
〇
八
二
頁
）
か
ら
、こ
こ
に
は
な
じ
ま
な
い
。
こ
こ
の
「
洇
」
は
「
烟
」
の
誤
り
と
見
る
べ
き
こ
と
、
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
　
　
　
小
景
を
記
す　
四
朋とも
の
城
中
よ
り
到
る
有
り
。
來
る
に
必
ず
暁
を
以
て
し
、
帰
る
に
必
ず
夜
を
以
て
す
。
而
し
て
余
は
必
ず
之
を
送
り
、
送
り
て
枕
橋
に
到
れ
ば
則
ち
還かへ
る
。
盖けだ
し
墨
江
の
風
光
は
、
北
は
梅
祠し
に
窮
ま
り
、
南
は
枕
橋
に
尽
く
。
北
は
則
ち
沈
寂
に
し
て
、
只た
だ
堤
と
流
れ
と
睽そむ
く
の
み
に
し
て
、
蕭せう
さ
く索
た
る
を
免
れ
ず
。
寓
よ
り
枕
橋
に
至
る
ま
で
は
、
最
も
淸
麗
な
り
。
只
だ
行
人
繽ひん
ぷ
ん紛
た
る
を
嫌
う
の
み
。
而
る
に
夜
は
則
ち
閴
然
た
り
。
已すで
に
送
り
て
還
る
と
き
、
夜
色　
燈
を
罩こ
め
、
月
影　
林
に
在
り
。
水
波　
音
有
り
、
惘ばう
然ぜん
と
し
て
倚
る
所
無
き
が
如
く
な
れ
ど
も
、
胸
中　
空くう
か
つ濶
な
り
。
徘
徊
し
て
行
く
を
忘
れ
、
直
立
し
て
止とど
ま
る
を
忘
る
。
名
と
利
と
懷こころ
に
忘
れ
、
物
と
吾
と
世
に
忘
る
。
既
に
し
て
寢
に
就
け
ば
、
墨
江
の
夜
色　
目もく
せ
ふ睫
に
彷はう
ふ
つ彿
た
り
、
終つひ
に
忘
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
　
　
　
小
景
を
記
す　
五
書
を
読
み
て
半
夜
に
至
る
も
、
睡　
未
だ
催
さ
ず
。
蚊ぶん
せ
い声　
雷
の
如
く
、
危
坐
す
る
に
堪
へ
ず
。
乃
ち
起た
ち
て
蚊ぶんち
ゆ
う幮に
入
れ
ば
、
鐘
声　
水
を
渡
り
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て
嗃かう
か
う々
た
り
、
犬
の
吠
ゆ
る
こ
と
江
を
隔
て
て
狺ぎん
ぎ
ん々
た
り
。
風
の
遠
く
し
て
微かす
か
な
る
有
り
、
漸
く
來
り
て
庭
樹
を
吹
く
。
梧　
戦そよ
ぎ　
樅　
動
き
、
細
波　
岸
を
打
つ
を
聞
く
。
忽
ち
烏う
う々
た
る
声
を
聞
く
。
耳
を
欹そばだ
つ
れ
ば
漸
く
近
く
、
窓
前
に
至
り
て
、
聲
調　
嘹
れ
う
り
や
う喨
た
り
。
乃
ち
其
の
漁
歌
な
る
を
知
る
。
櫓ろせ
い声　
咿いあ
つ軋
と
し
て
、
雁かり
の
鳴
く
が
如
く
、
人
を
し
て
悄せう
ぜ
ん然
た
ら
し
む
。
起
ち
て
窗
を
開
け
ば
、
江
月　
流
れ
に
印いん
し
、
前
岸　
烟
の
如
く
、
只
だ
一
燈
の
波
に
浮
か
び
て
去
る
を
見
る
の
み
。
　
　
　
小
景
を
記
す　
六
晴
好
を
見
る
も
雨
奇
を
見
ず
ん
ば
、
則
ち
濃
抹
の
美
を
知
り
て
、
淡
粧
の
妙
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
墨
江
の
記
に
は
、
亦
雨
景
も
無
か
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
※
夫そ
れ
天
隂くも
り
慘さん
だ
つ怛
た
る
の
日
は
、
岸
頭
の
樹
を
蔭おほ
ひ
て
、
独
り
眺
望
の
奇
を
擅
に
し
、
自
ら
以
て
墨
江
は
是
れ
我
が
有
と
爲
す
も
、
忽
ち
見
れ
ば
冷
風
颯さつ
然ぜん
と
し
て
至
り
、
雨
絲　
橫
に
吹
き
、
江
波　
濆わ
き
て
白
く
な
り
、
塘たう
じ
ゆ樹　
綠
を
駭みだ
し
、
真
土
の
岡をか
と
竹
家
の
津つ
と
、
恰
も
僻へき
そ
ん村
曠かう
や野
の
景
の
如
く
、
水
流　
濁
り
て
急
な
る
は
盖
し
或
い
は
市
井
万
丈
の
紅
塵
を
洗
ふ
爲ため
な
ら
ん
か
。
【
附
記
】
※
印
ま
で
の
部
分
を
、
池
澤
一
郎
氏
は
「
晴
れ
て
好
き
を
見
て
、
雨
の
奇
な
る
を
見
ざ
れ
ば
、
則
ち
濃
抹
の
美
を
知
り
て
、
淡
粧
の
妙
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
墨
江
の
記
も
亦
雨
景
も
無
か
る
可
か
ら
ず
。」
と
訓
じ
て
お
ら
れ
る
（「
正
岡
子
規
の
漢
詩
の
小
説
的
結
構
と
「
写
実
性
」
に
つ
い
て
」、『
国
文
学
研
究
』
一
八
〇
集
、
二
〇
一
六
年
）。「
墨
江
の
記
」
以
下
の
部
分
の
意
味
を
筆
者
は
「
墨
江
の
記
に
は
雨
の
景
色
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
も0
不
可
欠
だ
」
と
解
す
る
の
に
対
し
、
池
澤
氏
は
「（
蘇
軾
の
詩
と
同
じ
よ
う
に
）
我
が
墨
江
の
記
も0
雨
の
景
色
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
」
と
解
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
傍
点
筆
者
）。
い
ず
れ
も
可
か
。
二　
萩
之
卷
　
　
墨
江
僑
居
雜
詩
其
一
→
第
八
巻
一
三
九
頁
（
書
き
下
し
文
三
〇
五
頁
）
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暇
を
得
た
り　
三
旬
の
久
し
き
、
閑かん
せ
い栖
す　
墨
水
の
頭ほとり
。
鐘
を
敲たた
く　
林
際
の
寺
、
箔すだれ
を
捲ま
く　
水
辺
の
樓
。
何いづ
れ
の
処
に
か
名めい
ぎ妓
を
弔
は
ん
、
于い
今ま
は
白
鷗
有
る
の
み
。
一いつ
き
よ
う笻　
古こせ
き迹
を
探
れ
ば
、
遠ゑん
じ邇　
暮
光
に
愁
ふ
。
　
　
其
二
→
第
八
巻
一
三
九
頁
（
書
き
下
し
文
三
〇
五
頁
）
茅ばう
お
く屋
長
堤
の
下
、
寓
居
百
慮
淸
し
。
芦あし
深
く
し
て
鷗
の
睡ねむ
る
を
護まも
り
、
風
順
に
し
て
舟
の
行
く
に
利
す
。
耳
を
洗
ふ
塵
埃
の
迹あと
、
江
を
隔
つ
車
馬
の
声
※
。
茂
林
待
父
よ
り
高
く
、
相
映
じ
て
水
中
に
明
ら
か
な
り
。
【
附
記
】
※
印
の
二
句
の
原
文
は
「
洗
耳
塵
埃
迹
、隔
江
車
馬
声
」：「
洗
耳
」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
け
が
れ
た
事
を
聞
い
た
耳
を
あ
ら
ひ
清
め
る
。
堯
が
許
由
に
天
下
を
譲
ら
う
と
し
た
の
を
許
由
が
聞
い
て
耳
を
洗
つ
た
故
事
。
俗
世
閒
の
こ
と
を
汚
は
し
い
と
す
る
意
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
巻
六
、一
〇
八
九
頁
）。
ま
た
、
こ
の
二
句
、
改
作
前
は
「
流
れ
に
臨
ん
で
独
り
塵
埃
の
迹
を
洗
ひ
、
岸
を
隔
て
て
車
馬
の
声
を
聞
か
ず
」
で
あ
る
。
以
上
二
点
か
ら
見
る
と
、
や
や
大
げ
さ
の
感
も
あ
る
も
の
の
、
己
が
隠
者
的
な
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
緩
い
が
、
一
応
対
句
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
其
七
→
第
八
巻
一
三
八
頁
（
書
き
下
し
文
三
〇
四
頁
）
【
附
記
】
第
一
句
「
病
躯
未
得
四
翔
翺
」
は
「
漢
詩
稿
」
で
は
、「
躯
」
が
「
軀
」
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
、こ
れ
を
「
病
躯
未
だ
得
ず
四
も
に
翔
翺
す
る
を
」
と
訓
じ
る
渡
部
の
「
書
き
下
し
文
」
に
は
問
題
が
な
い
が
、加
藤
国
安
氏
が
初
め
の
二
字
を
「
病
躯
し
て
」
と
訓
じ
ら
れ
た
（『
子
規
蔵
書
と
『
漢
詩
稿
』
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
一
九
一
頁
）
の
は
、「
病
躯
に
し
て
」
の
誤
り
だ
ろ
う
か
。
　
　
其
九
【
附
記
】
底
本
詩
句
末
尾
の
原
注
「
茅
」
は
、「
第
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
注
記
が
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
し
と
思
う
。
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二
州
橋
觀
煙
火
戲
→
第
八
巻
一
四
一
頁
（
書
き
下
し
文
三
〇
六
頁
）
【
附
記
】
題
の
「
煙
火
戲
」
を
渡
部
は
「
煙
火
の
戲あそび
」
と
訓
じ
て
い
る
。
言
葉
の
綾
と
し
て
扱
う
な
ら
、そ
れ
で
も
問
題
は
な
か
ろ
う
が
、「
煙
火
戲
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
も
「
え
ん
か
き
」
と
い
う
読
み
で
載
り
、
我
が
国
の
『
玩
鷗
先
生
詠
物
百
種
』（
一
七
八
三
年
）
の
用
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
第
二
巻
七
三
〇
頁
）
語
で
あ
る
。
分
割
せ
ず
、
一
語
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
語
は
和
製
漢
語
で
は
な
く
、
中
国
由
来
だ
と
思
わ
れ
る
。
明
の
瞿
佑
（
一
三
四
一
～
一
四
二
七
）
に
「
煙
火
戯
」
と
題
す
る
七
律
（『
御
定
佩
文
斎
詠
物
詩
選
』
巻
二
二
一
）
が
あ
る
。
同
じ
花
火
で
も
、
中
・
日
と
い
う
空
間
の
隔
た
り
、
及
び
時
間
の
隔
た
り
に
応
じ
て
、
そ
の
内
実
に
一
定
の
相
違
の
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、次
の
よ
う
な
「
煙
火
戯
」
の
詩
句
を
見
る
限
り
、さ
ほ
ど
大
き
な
隔
た
り
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。「
天
花
無
数
月
中
開
、
五
色
祥
雲
繞
絳
台
。
堕
地
忽
驚
星
彩
散
、
飛
空
頻
作
雨
声
来
。
怒
撞
玉
斗
翻
晴
雪
、
勇
踏
金
輪
起
迅
雷
。
更
漏
已
深
人
漸
散
、
鬧
干
挑
得
防
燈
回
。」
　
　
墨
江
流
燈
会
→
第
八
巻
一
四
〇
頁
（
書
き
下
し
文
三
〇
六
頁
）
　
第
三
、四
句
「
燈
映
疑
浮
鳥
、
水
明
驚
伏
鱗
」（「
漢
詩
稿
」
も
同
じ
）
を
渡
部
は
「
燈
映
じ
て　
浮
鳥
疑あやし
み
、
水
明
ら
か
に
し
て　
伏
鱗
驚
く
」
と
訓
じ
て
い
る
が
、「
燈　
映
じ
て　
鳥　
浮
か
べ
る
な
ら
ん
か
と
疑
ひ
、
水　
明
ら
か
に
し
て　
鱗うを　
伏
せ
る
に
驚
く
」
と
訓
ず
べ
き
だ
と
思
う
。
燈
火
が
水
面
に
映
り
、水
面
に
映
っ
た
そ
の
燈
火
が
ま
る
で
水
面
に
浮
か
ん
だ
鳥
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、燈
火
に
照
ら
さ
れ
て
明
る
く
な
っ
た
水
面
越
し
に
、
水
の
中
で
泳
い
で
い
る
魚
が
見
え
て
、
び
っ
く
り
し
た
の
意
で
あ
る
。
三　
批
評
①
二
六
五
～
二
六
六
頁
、
笑
天
道
士
評　
　
笑
天
道
士
は
大
谷
是
空
　
　
第
一
卷
蘭
之
卷
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何
れ
の
處
か
山
無
か
ら
ん
。
何
れ
の
處
か
水
無
か
ら
ん
。
何
れ
の
處
か
風
月
の
淸
凉
明
潔
に
し
て
永
州
の
山
水
及
び
赤
壁
の
如
き
無
か
ら
ん
。
風
月
は
唯
柳
々
・
蘇そ
東とう
二
氏
の
筆
を
得
て
顕あらは
る
。
夫
れ
山
水
を
観
る
は
猶
ほ
書
を
読
む
が
ご
と
く
、
其
の
見
の
高
下
に
随したが
ふ
。
此
の
卷
の
「
墨
江
の
小
景
を
記
す
」
の
如
き
、
筆
々
煙えん
嵐らん
風
霜
を
帶
び
、
且か
つ
神
奇
灑しや
脱だつ
の
情
を
盡
く
す
。
所いは
ゆ
る謂
情
景
共
に
至
る
者
か
。
墨
江
の
山
水
風
月
は
未
だ
必
ず
し
も
柳
々
・
蘇
東
を
必
要
と
せ
ざ
る
な
り
。
　
第
二
卷
萩
之
卷
盡
く
瀟せう
し
や洒
の
光
景
を
寫
し
、
且
つ
耳
目
の
感
を
寄
す
。
佳かれ
ん聯
続
出
し
、
精せい
ち緻
の
巧
を
極
む
。
中
ん
づ
く
向
島
竹
枝
の
如
き
は
、
多
恨
多
情
、
未
だ
余
が
今
拙
詩
を
記
し
此
の
卷
を
評
す
る
に
当
た
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
厳
然
と
し
て
未
だ
柴さい
関くわん
を
掩おほ
ふ
を
用
ゐ
ず
※
。
朝
暮
凉りやう
を
逐お
ひ
幾いく
た
び
か
往
還
す
る
。
樹
下
の
茶ささ
う鐺　
俗
事
を
忘
れ
、
楼
上
の
書
読　
清
閑
を
占
む
※
※
。
櫓
声　
暁
を
破
る　
橋
場
の
月
、
煙
雨　
昏くれ
を
涵ひた
す　
真
乳
山
。
此
の
楽
し
み　
此
の
景　
君
閲
し
去
り
、
々
浮
か
べ
出
だ
す　
筆ひつ
け
ん硯
の
間
に
。
　
第
五
卷
予
未
だ
能
を
知
ら
ず
。
故ゆゑ
に
此
の
卷
は
読
み
去
り
読
み
来
る
も
評
す
る
能
は
ず
。
只
だ
君
の
能
愽
き
に
驚
き
、
深
く
予
の
不
能
を
慚は
づ
る
の
み
。
呵か
か々
。
【
附
記
】
※
印
の
句
の
原
文
は
「
厳
然
未
用
掩
柴
関
」。
厳
重
に
扉
を
閉
め
て
お
く
必
要
は
な
い
と
い
う
意
味
を
表
現
し
た
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
平
仄
は
別
と
し
て
、「
未
用
厳
然
掩
柴
関
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
※
※
印
の
句
の
原
文
は
「
楼
上
書
読
占
清
閑
」。「
書
読
」
は
、
や
は
り
動
詞
＋
目
的
語
と
い
う
通
常
の
語
順
を
崩
さ
ず
、「
読
書
」と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
的
語
＋
動
詞
の
順
で
成
立
し
て
い
る
語
も
あ
る
が
、
「
書
読
」
は
未
だ
そ
の
よ
う
な
語
に
は
な
っ
て
い
な
い
。「
書
を
読
む
」
の
意
が
「
書
読
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
相
応
の
条
件
が
あ
っ
て
初
め
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
陸
游
晩
年
の
「
対
鏡
」
と
題
す
る
詩
に
「
書
読
常
終
巻
、
山
行
亦
却
扶
」（
書
を
読
む
に
は
常
に
巻
を
終
へ
、
山
を
行
く
に
も
亦
扶
ふ
る
を
却ことわ
る
）
と
い
う
二
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
動
詞
＋
目
的
語
の
構
造
で
あ
る
に
も
か
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か
わ
ら
ず
す
で
に
一
語
と
し
て
成
立
し
得
て
い
る
「
山
行
」
の
語
と
対
に
し
た
か
ら
、
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
②
二
六
六
頁
、
自
笑
仙
史
評　
　
自
笑
仙
史
は
誰
か
不
明
。
七
草
は
各
お
の
其
の
趣
を
異
に
し
、或
い
は
勁けい
ば
つ拔
、或
い
は
綽しやく
約やく
、景
に
お
い
て
情
に
お
い
て
筆
を
弄
す
る
こ
と
自
在
、実
に
墨
堤
一
幅
の
画
図
な
り
、
人
を
し
て
其
の
境
に
在
り
其
の
事
に
觸
れ
し
む
る
が
如
し
。
あ
あ
詞
兄
の
風
流
才
子
の
罪
は
、
死
し
て
地
獄
に
墜お
ち
ざ
る
を
得
じ
※
。
【
附
記
】
※
印
の
句
の
原
文
は
「
不
得
死
而
不
墜
地
獄
矣
」。
こ
れ
で
は
、「
死
ぬ
こ
と
が
で
き
ず
、
地
獄
に
落
ち
な
い
だ
ろ
う
」
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。「
不
得
不
死
而
墜
地
獄
矣
」
と
い
う
語
順
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
二
六
六
頁
、
採
花
弄
史
評　
　
採
花
弄
史
は
佐
々
田
八
次
郎
墨
堤
幽いう
す
い邃
の
情
、
閑
雅
の
趣
を
ば
卷
中
の
一
編
に
掬すく
ひ
得
る
の
七
草
集
は
、
能
く
余
を
し
て
情
を
七
草
園
中
に
遊
ば
し
む
る
を
禁
ぜ
ざ
ら
し
む
。
余
の
東
道
主
人
と
爲
る
者
は
夫
れ
此
の
編
か
。
　
　
朝
㒵
之
卷
余
は
こ
れ
を
知
ら
ず
。
故
に
評
す
る
能
は
ず
。
読
み
去
り
読
み
来
り
て
、
只
だ
忙
然
自
失
し
、
君
の
愽
聞
に
驚
く
の
み
。
④
二
七
一
頁
、
勢
海
青
竜
評　
　
勢
海
青
竜
は
細
井
岩
弥
天
の
人
に
賦あた
ふ
る
、
何
ぞ
其
れ
均ひと
し
か
ら
ざ
る
。
余
之
を
疑
ふ
こ
と
久
し
。
今
莞くわん
爾じ
少
年
に
於
い
て
益ます
ま
す
之
を
見
る
な
り
。
蓋
し
人
は
各
お
の
天
授
の
明
鏡
有
り
。
本
心
即すなは
ち
是
れ
な
り
。
是
の
鏡
を
蔽おほ
ふ
者
、
其
の
数
多
し
。
則
ち
人
間
の
妄
想
な
り
。
其
支
枝
也
※
能
く
其
の
妄
想
を
断
つ
者
は
天
下
に
鮮すく
な
し
。
蓋
し
莞
爾
少
年
は
其
の
一
人
な
る
か
な
。
少
年
は
能
く
其
の
賦
与
の
鏡
を
研
ぐ
者
か
、
将はた
之
を
已
※
※
の
明めい
め
い
け
う
け
う
々
皎
々
に
受
け
た
る
者
か
。
吾われ
其
の
切せつ
さ磋
の
功
是
に
至
る
を
知
る
。
少
年
は
能
く
諸
根
を
断
ち
、
其
の
本
体
を
得
。
故
に
萬
物
の
反
射
に
一
遺
も
無
き
な
り
。
七
草
−66−
集
に
載
る
所
は
、
其
の
趣
異
な
り
、
其
の
言
も
亦
同
じ
か
ら
ず
。
蓋
し
能
く
七
草
の
性
情
を
尽
く
す
と
謂
ふ
可
き
者
に
は
、
或
い
は
少
年
を
目
す
る
に
妄
想
の
中
心
に
沈
む
者
を
以
て
す
る
も
の
有
ら
ん
も
、
余
は
敢
へ
て
之
を
取
ら
ず
。
あ
あ
、
君
の
明
鏡
は
能
く
萬
象
を
反
射
し
、
君
の
精
識
は
能
く
之
を
編
出
し
、
君
の
頭
脳
は
能
く
之
を
消
化
し
、
君
の
手
、
君
の
筆
墨
は
能
く
之
を
導
く
。
蓋
し
筆
公
も
亦
昔
日
の
毛まう
頴えい
氏し
に
非
ず
、
髭
く
ち
ひ
げ
有
り
髯ほほ
ひ
げ
有
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
已
に
七
艸
集
を
読
み
、
卷
を
閉
ぢ
て
靜
か
に
思
ふ
。
僕
の
妄
想
を
以
て
君
の
本
体
を
評
す
、
其
の
笑
ふ
べ
き
啻た
だ
に
一
の
み
な
ら
ざ
る
可
し
。
辱
知　
勢
海
青
竜
拜
評
（
蘭
の
卷
） 
少
年
の
文
は
、
蓋
し
柳
・
欧
を
一
臼
に
投
じ
、
能
く
之
を
丸
め
し
者
な
り
。
是
の
故
に
柳
と
歐
と
一
人
に
し
て
来
り
、
以
て
共
に
談かた
る
を
得
可
し
。
然しか
れ
ど
も
若も
し
各
お
の
独
一
に
し
て
来
ら
ば
、
余　
其
の
一
技
を
避
け
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
を
知
る
な
り
。
（
萩
の
卷
） 
詩
は
物
茂
卿
に
法のつと
る
者
か
。
皆
深
𨗉
よ
り
来
り
て
淡
白
に
し
て
、
別
に
勇
爽
の
状
無
し
。
盖
し
應まさ
に
莞
爾
老
翁
の
作
な
る
べ
し
。
其
の
自
ら
少
年
と
云
ふ
は
、
甚はなは
だ
奇
な
り
。
然
れ
ど
も
焉いづ
く
ん
ぞ
其
の
知
命
の
老
翁
の
更
に
少
年
た
る
に
非あら
ざ
る
を
知
ら
ん
や
。
（
他
卷
） 
少
年
は
詩
を
能
く
し
文
を
能
く
し
歌
を
能
く
し
、
多たげ
い芸
の
秀
才
な
り
。
蕣
あ
さ
が
ほ
の
卷
の
如
き
、
特
に
其
の
工たくみ
を
見
る
な
り
。
試
み
に
天
女
を
雇
ひ
て
来
り
、
此
の
一
段
を
語
ら
し
め
ば
、
聽
く
者
を
し
て
精
神
靜
沈
默
落
し
、
身
の
一
幽
霊
た
る
を
知
ら
ず
、
而
し
て
白
壁
図
大
入
道
、
林
下　
火
玉
出
で
、
足
下　
烟
生
じ
、
凍
冷
な
る
の
手
、
其
の
身
を
引
き
、
一
暗
黑
幽
邃
な
る
の
地
に
誘
ふ
の
思
ひ
有
ら
し
め
ん
や
明
ら
か
な
り
。
辱
知　
靑
龍
妄
評
【
附
記
】
※
印
の
「
其
支
枝
也
」
を
筆
者
は
解
し
え
な
い
。
や
む
を
得
ず
、
原
文
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
※
※
印
の
「
已
」
は
「
己
」
の
誤
り
に
違
い
な
い
。
⑤
二
七
二
頁
、
楠
谷
服
評　
　
楠
谷
服
は
服
部
嘉
陳
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【
附
記
】
す
で
に
渡
部
勝
己
『
正
岡
子
規
の
研
究　
漢
詩
文
と
周
辺
の
人
び
と
』（
青
葉
図
書
、
一
九
八
〇
年
）
一
五
二
頁
に
訓
読
文
が
あ
る
。
⑥
二
八
〇
～
二
八
一
頁
、
千
舟
居
士
評　
　
千
舟
居
士
は
河
東
静
渓
【
附
記
】
す
で
に
前
掲
の
渡
部
勝
己
『
正
岡
子
規
の
研
究　
漢
詩
文
と
周
辺
の
人
び
と
』
一
五
三
頁
に
訓
読
文
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
班
」
を
「
斑
」
に
作
る
。
⑦
二
八
一
～
二
八
三
頁
、
蟠
松
狂
夫
髦
評　
　
蟠
松
狂
夫
髦
は
武
市
雪
燈
盲
者
を
し
て
五
色
を
判
ぜ
し
め
ん
か
。
天
地
茫ばう
ば
う々
と
し
て
、
唯ただ
是
れ
暗
黑
な
る
の
み
。
何
ぞ
彼
の
靑
黃
と
紫
紅
と
を
識し
ら
ん
や
。
髦
賦
性
駑ど
鈍どん
、
浅
識
無
學
、
胸
中
即
ち
是
れ
盲
な
り
。
焉
く
ん
ぞ
亦
能
く
七
草
の
艶えん
れ
い麗
な
る
を
弁
ぜ
ん
や
。
然
れ
ど
も
辱
か
た
じ
け
な
く
拜
誦
す
る
の
榮
を
得
た
り
。
豈あ
に
其
の
芳
情
に
深
謝
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。
諺
こ
と
わ
ざ
に
曰
は
く
、「
盲
者
は
蛇
を
恐
れ
ず
」
と
。
敢
へ
て
思
ふ
所
を
妄
言
し
、
謹
ん
で
璧たま
を
還
さ
ん
も
、
必
ず
黃
を
指
し
て
紅
と
爲
し
靑
を
指
し
て
紫
と
爲
す
者
有
ら
ん
。
深
く
咎とが
む
る
莫な
く
ん
ば
則
ち
幸かう
じ
ん甚
々
々
。
　
　
蘭
卷
　
　
　
墨
江
僑
居
記
先ま
づ
月
香
楼
に
寓
す
る
を
説
く
は
、
次
に
楼
の
景
勝
を
叙の
べ
、
中
間
に
朝
々
暮
々
觀
る
所
の
景
・
觸
る
る
所
の
感
を
陳の
べ
、
終
ふ
る
に
人
を
待
ち
し
を
悔
い
て
獨
り
遊
ぶ
を
之
樂
し
む
の
論
を
以
て
す
る
所ゆゑ
以ん
な
り
。
結
局
・
情
景
併
せ
得
て
、
波はら
ん瀾
々
た
り
。
　
　
小
景
を
記
す　
一
暁
色
糢も
こ糊
た
る
の
状
を
写
し
出
だ
し
、
宛ゑん
ぜ
ん然
と
し
て
見
ゆ
る
が
如
し
。
又
云い
ふ
、
讀
み
て
「
富
山
の
突
兀
と
し
て
金
龍
塔
の
梢
に
掛
か
る
」
の
句
に
至
り
て
、
躍
然
と
し
て
起
ち
て
舞
ひ
、
覚
え
ず
快くわ
い
さ
い哉
を
呼さけ
ぶ
。
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小
景
を
記
す　
二
先
生
の
健
腕
も
亦
炎
熱
の
爲
に
疲
れ
た
る
か
。
又
云
ふ
、
先
生
の
改かい
さ
ん刪
批
評　
頗すこぶ
る
我
が
心
を
得
る
に
服
す
。
　
　
小
景
を
記
す　
三
軽
々
と
し
て
叙
べ
去
き
て
、
難
渋
す
る
の
体
を
見
ず
、
無
限
の
妙
味　
存
す
。
才
思　
驚
く
可
し
。
　
　
小
景
を
記
す　
五ママ
之
を
読
ま
ば
則
ち　
身　
深
山
幽
谷
の
裡うち
に
在
る
が
如
し
。
何なん
ら等
の
淸
絶
ぞ
。
　
　
小
景
を
記
す　
四ママ
読
み
て
此
に
至
り
て
、
明
花
皎
月
の
狂
風
痴
雲
の
乱
す
所
と
爲
る
を
覚
ゆ
。
　
　
小
景
を
記
す　
六
痴
雲
漸
く
霽は
れ
て　
月　
光
を
漏
ら
し
、
狂
風
忽
ち
收
ま
り
て　
花　
容
を
改
む
。
之
を
総
じ
て
子
規
は
詞
藻
冨ふせ
ん贍
に
し
て
、
筆
端
に
花
生
ず
。
何
ぞ
字
句
の
瑕かき
ん瑾
を
問
ふ
に
暇
あ
ら
ん
や
。
之
を
磨
く
に
歲
月
を
以
て
せ
ば
、
韓
・
柳
・
欧
・
蘇
の
堂
に
到
る
こ
と
難
か
ら
ず
。
勉つと
め
よ
。
又
云
ふ
、
余
始
め
此
の
卷
を
読
み
て
、
以お
も爲
へ
ら
く
深
く
賞
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
と
。
再
び
読
む
に
及
ん
で
、
則
ち
少
し
く
佳
味
有
る
を
覐おぼ
ゆ
。
三
た
び
読
み
て
、
則
ち
大
い
に
驚
き
て
曰
は
く
、「
真
に
錦きん
し
う繡
の
文
な
り
。
余
何
ぞ
誤
る
こ
と
の
甚
だ
し
き
。」
と
。
誦しよ
う
ど
く讀
す
る
こ
と
再
四
、
遂つひ
に
書
き
て
曰
は
く
、「
奇
思
燦さん
ら
ん爛
に
し
て
、
文
情
秀
拓
な
り
」
と
。
　
萩
卷
僑
居
の
作
十
四
首
中
、
其
の
第
六
・
第
七
・
第
十
一
・
第
十
二
及
び
第
十
三
を
以
て
上
乘
と
爲
し
、
而
し
て
第
七
首
最
も
妙
に
し
て
、
第
十
三　
之
に
次
ぐ
。
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附
錄
は
之
を
前
集
に
比
べ
、
大
い
に
佳よ
し
と
覺
ゆ
。
殊
に
「
次
韻
し
て
竹ちく
れ
ん鍊
卿けい
に
寄
す
」、「
笑
天
道
士
に
和
す
」
の
什じふ
の
如
き
は
難
澁
の
色
を
見
ず
、
流
麗
な
る
こ
と
喜
ぶ
可
し
。
何
等
の
奇
才
ぞ
。
敬
服
す
。
又
云
ふ
、
竹
枝
は
則
ち
河
東
先
生
の
評　
之
を
盡
く
せ
り
。
復
た
髦
輩
の
喋
々
す
る
を
須
ゐ
ん
や
。
　
　
葛
卷
一
篇
の
『
東
都
地
誌
之
沿
革
考
』
に
し
て
※
、
議
論
精
詳
、
考
証
確
実
な
る
こ
と
、
言
ふ
を
必
せ
ず
。
軽
々
と
し
て
筆
を
着
け
、
平
易
流
暢
に
し
て
、
而
も
冗
長
に
涉わた
ら
ず
、
能
く
的
に
中あ
た
る
。
理
義　
腹
に
満
つ
る
が
故
に
然
ら
ん
の
み
。
感
服
す
。
又
云
ふ
、
聞
く　
東
都
に
は
淸
泉
無
く
、
玉
川
の
水
を
引
き
て
飮
料
に
充
つ
と
。
亦
以
て
昔
時
三さん
か
く角
嶋たう
た
り
し
の
証
と
爲
す
可
き
か
。
　
　
瞿
麥
卷
　
　
　
諸
先
生
の
評　
之
を
尽
く
せ
り
。
敢
へ
て
蛇
足
を
添
へ
ず
。
妄
言
し
て
至
ら
ざ
る
所
無
し
。
死
罪　
万
謝
す
。
　
明
治
二
十
二
年
九
月
廿
二
日
夜
　
鷦
鷯
巣
に
お
い
て　
　
　
　
　
　
辱
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟠
松
狂
夫
髦　
謹
識
【
附
記
】
※
印
の
部
分
、「
一
篇
の
『
東
都
地
誌
之
沿
革
考
』
に
し
て
」
と
あ
る
が
、『
東
都
地
誌
之
沿
革
考
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
本
が
実
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
東
都
の
地
誌
の
沿
革
の
説
明
と
し
て
も
十
分
な
内
容
を
備
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
褒
辞
で
あ
る
。
評
語
の
一
パ
タ
ン
で
あ
り
、
他
に
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
清
国
か
ら
来
日
し
て
明
治
十
六
年
に
新
潟
を
訪
れ
た
王
治
本
が
新
潟
の
今
昔
の
地
形
上
の
変
化
を
詠
ん
だ
一
首
に
対
し
て
、
小
崎
藍
川
が
「
一
篇
の
『
新
潟
沿
革
史
』
な
り
」
と
評
し
て
い
る
（
王
治
本
『
舟
江
雑
詩
』
第
一
首
）。
⑧
二
八
三
頁
、
松
窓
小
史
評　
　
松
窓
小
史
は
竹
村
黄
塔
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余　
前
に
既
に
蕪ぶ
言げん
を
題
せ
り
。
子
規
今
又
余
を
し
て
詩
を
題
せ
し
む
。
乃
ち
二
律
を
賦
す
。
疎
雑
な
る
こ
と
殊
に
甚
だ
し
。
蛇
足
の
譏そし
り
は
自
ら
甘
ん
ず
る
所
な
り
。
門
は
長
江
を
隔
て
て
九
街
に
對
す
る
も
、
琴
書
趣
を
成
す
小
生
涯
。
蘋ひん
さ莎
水
よ
り
抽ぬきん
で
て
平へい
渚しよ
暗
く
、
梧ご
竹ちく
庭
を
陰くら
く
し
て
古
階
冷
や
や
か
な
り
。
禅ぜん
た
ふ榻
茶
香
病
骨
を
醫いや
し
、
秋
燈
詩
味
問
懷
※
を
遣や
る
。
七
草
托たく
れ
い靈
の
筆
を
倩こ
ひ
来
ら
し
め
た
り
、
何
ぞ
識
ら
ん
聲
譽
等とう
さ
い儕
を
壓
せ
ん
と
は
。
節
を
擊
ち
て
人
を
し
て
快
哉
を
呼
ば
し
め
※
※
、
恍くわう
と
し
て
疑
ふ
ら
く
は
満
卷
綺きり
よ
う綾
堆
う
づ
た
か
き
か
と
。只
だ
七
艸
に
亘もと
め
て
知
己
と
喚よ
ば
し
め
ん
の
み
、
何
ぞ
啻
に
三
紅
を
の
み
秀
才
と
称
せ
ん
や
。
詩
は
梅
翁
を
愛
し
て
遺
響
を
接
ぎ
、
文
は
曲きよ
く
そ
う叟
を
宗
と
し
て
新
裁
を
出
だ
す
。
欽うやま
ふ
君
藻
思
江
海
の
如
く
、
隻せき
し
ゆ手
能
く
衆
美
を
攢あつ
め
來
る
を
。
梅
翁
は
梅
暾
を
指
し
、
曲
叟
は
曲
亭
を
指
す
。
明
治
二
十
二
年
十
月
念
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
窓
小
史
【
附
記
】
※
印
の
「
問
懷
」
は
「
悶
懷
」
の
誤
り
に
相
違
な
い
。
※
※
印
の
句
の
原
文
は
「
擊
節
令
人
呼
快
哉
」
だ
が
、
平
仄
は
別
と
し
て
、「
令
人
擊
節
呼
快
哉
」（
人
を
し
て
節
を
擊
ち
て
快
哉
を
呼
ば
し
め
）
と
す
る
の
が
正
し
い
。
お
わ
り
に
研
究
者
の
方
々
か
ら
は
不
必
要
と
の
誹
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
危
惧
が
今
も
脳
裏
を
去
ら
な
い
が
、
一
般
の
読
書
家
の
方
々
や
学
部
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
は
何
ら
か
の
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
つ
つ
、
擱
筆
す
る
こ
と
に
す
る
。（
し
ば
た
・
き
よ
つ
ぐ　
本
学
名
誉
教
授
）
（
こ
い
け
・
め
ぐ
み　
本
学
大
学
院
生
）
（
た
け
む
ら
・
よ
し
え　
本
学
大
学
院
生
）
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